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松江市の栽培セリに発生する病害について（第2報）
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緒　　　　言

　前報（2）にわいて松江市黒田町のセリ畑に発生した病

株より，感受体に病源性を有する巧”〃榊，β0卿眺お

よび∫じ1〃0〃撚2α菌を分離し，これらの生理的性質なら

ぴにこれらの菌糸に対する各種殺菌剤の発育抑制度を検

討した．この報告は，主として本病害の防除試験のうち

本年度までに得られた結果を取りまとめたものである．

現地にわける本実験の施行に当り御援助を賜わった松江

市役所農林課倉石課長，恩田技師，嗣場及び実験材料の

提供ならびに薬剤撒布に御協力頂いた三原普及員，黒田

町セリ栽培組合長野津氏，ならびに組合員の方々，各種

殺菌剤を恵与された日本農薬株式会杜細辻農場長に深謝

する．調査に協力頂いた石岡君に感謝する．

室内予備試験

本病害を起こす三種の糸状菌に対して，PMF，アセヂ

レン水銀などの殺菌効果のすぐれていることは既に報告

したとわりであり，浸漬試験ではマラカイトグリーンお

よびPCPがPγ〃㈱菌および＆伽0伽肋菌に対して

卓効があるようであるが，なお二，三の薬剤について，

つぎの実験を行なった．

　カ肋舳，∫”θ〆0伽肋わよびβ0卿”3菌に対し，PCP

キャプタン水和剤わよびヂオノックの三種の薬剤を用い

た．

　馬鈴薯寒天培地を入れたペトリ皿に20oCで3日間培養

した菌の菌叢をコルクボーラー（径6．5mm）で打ち抜

き，2ア．5．Cで種々の濃度の薬液に／時間浸漬し殺菌水

で充分洗篠後，再び培地上に移し，4日後の菌の伸長の

有無によって生死を判定して，最低致死濃度を求めた．

　感受体であるセリに対する薬害の検定には，正常に発

育したセリをガラス瓶申で水耕し，所定濃度の薬液を二

連球で撤布，または根から吸わせて，4日後に調査した．

　第1表をみると，病原菌に対する各種薬剤の最低致死

第1表 病原菌に対する各種薬剤最低致死濃度

＼＼供試菌
　　　　　　　＼　　薬　　剤　　　＼

P　C　P

キャプタン水和斉岨

ヂオ　ノ　ッ　ク

pツ肋舳

　40　（25，000）

　200（5，000）

／，000（／，000）

．Sむ1θγo玄ク犯ゴα

　50　　（20，000）

　50　（200，000）

1，000　（／，000）

β0卿桃

　10　（100，000）

　10　（／00，000）

1，000　　　（／，000）

N．B．　※　単位　pPm ※※　（）内は稀釈倍数に換算

濃度は，PCPが極めて低濃度で効果があり，キャプタ

ン水和剤わよびチオノックがこれにつづいているが，

Pア肋1舳菌に対してはPCPは40ppm，キャプタンは

200ppm，ヂオノックは1000ppmであるに対し，・Sご伽0一

伽肋菌に対してはそれぞれ50，50，／，000PPm，また

βo〃ユ桃菌に対しては10，10，1，000PPmとそれぞれの

菌または薬剤によってかならずしも一定の傾向を示さな

かった．

sokyu

sokyu



一198一 島根農科大学研究報告 第9号A－1農学（／％／）

第2表 PCP，キャプタン水和剤の濃度と感受体に
対する薬害のあらわれかた

第1図　試験区の設定
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　第2表に示すように，PCPでは撒布した場合5，000倍，

根から吸わせた場合／0，000倍で僅かに，またキャプタン

水和剤では撒布した場合2，500倍で，根から吸わせた場

合5，000倍で薬害があらわれた．

圃　場　試　験

　PCPとキャプタン水和剤とを供試した．試験区の区

別はPCP20，000倍土壌処理区，PCP／0，000倍土壊処

理区，キャプタン5，000倍土壌処理区，キャプタン5，000

倍撤布区，PCP20，000倍撤布区および標準区の6区と

し，病害の常発地帯である松江市黒田町のセリ栽培地の

一部にラテン方格法を利用して第1図に示すように，1

区／mの正方形とし，各6区ずつ計36区を／0月3日に設

定した。セリ栽培ρ特殊性を考慮して，水の交換が行な

われないように板で区切りをつけた．

　植え付け8日前すなわち／0月4日に／，2，3の土壊処

／0月3日

　／：PCP20000倍土壊処理区

　2：PCP／0000倍　　〃
3：キャプタン水和剤5000倍土壊処理区

　4：キャプタン　〃　5000倍撒布区
　5：標準区

　6：PCP10000倍撒布区

理を／区当り2／ずつ施した．これは／0a当りに換算す

ると，／……0．／kg，2一・0．2kg，ろ・・…・0．4kgであ

る．撒布区は植え付け30日後すなわちl／月／／日に第／回

撤布後ア日問隔で計6回，1回／区当り11ずつ撤布し

た。セリ苗は10月12日1区当り1．5kgを植え付け，28日

後すなわち／／月9日に草丈および茎数に，また／2月27日

には株数，茎数，被害茎数について調査した．茎数わよ

び株数については各区共／／4ずつを無作為に取り，草丈

は各区20本ずつ（すなわち計／20本）無作為に取り調べ，

芽立ち状況を調査した．

第3表薬剤土壌処理区および標準区の芽立ち状況
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　第3表をみると，薬剤処理により芽立ちが悪くなって

いるように思われるので，茎数についてt検定をすると

有意水準0．05で，標準区とPCP20，000倍区，標準区と

PCP10，000倍区，標準区とキャプタン5，000倍区との間

に高い有思差は無いといえる．

第4表　土壌処理区および標準区の草丈の測定結果の変異表

階 級（Cm）

5 6 7 8 9
／0

1
／ 12 13 ／4 ／5

処理方法

標 準 区 3 5 6
2
／ 30 20 17 1

1 5 2
PCP20，000倍区 2 3 6 ／9 25 15 17 15 ／2

6
PCP／0，000倍区 3

2・ ア 2
1

23 ／6 2／ 20 7 0
キャプタン5，000倍区 0 2 5 16 39 ／9

2
／ ／7

2 0
■ 」

1
N．B．　各区120本を調査したもの

　上の変異表からF一検定で各処理区が標準区の同一母

集団に属することを確かめるとPCP20，000倍土壌処理

区，PCP10，000倍土壊処理区がP＝0．05では上記の二つ

の標本は同一母集団に属するので。平均の差の検定はで

きるが，キャプタン5，000倍は同一母集団に属さないの

で平均の差の検定は意味がない．PCP20，000倍と標準

区と平均の差の検定によるとP：0．05～0．02となり有意

差が認められ，PCP20，000倍土壌処理区の草丈は標準

区よりすぐれていることがわかる．またPCP／0，000倍

土壊処理区と標準区の場合はP＝03～02となり有思差

が認められず両者の草丈には差がないと結論できるよう

である。

第5表処理区のセリ株数

1 列 列 計

①9／ ③／01 ⑥ア6 ⑤60 ②79 ④94 50／

④95 ⑤105 ③66 ⑥80 ①93 ②74 513

行 ②103 ⑥89 ⑤ア2 ①100 ④98 ③80 543

⑧／30 ①／04 ④／03 ②135 ⑥73 ⑤92 637

⑥82 ④85 ②80 ⑧65 ⑤76 ①84 4ア2

⑤81一 ②89 ①61 ④60 ⑧89 ⑥／04 484

行計 582 5ア3 458 500 508 528 3149

N　B．　12月2ア日調査

　処理別合計株数　　①

　　　　　　　　533

各区の平均株数　　①

　　　　　　　88．8

②

560

②

93

⑧

483

⑧

81

④

535

④

89

⑤

4％

⑤

80

⑥

552

⑥

92

分散分析の結果，有意水準0．05で各処理間の総株数に

は有意性はないが，行の総株数には有意性があり圃場の

肥沃度の部分的差異が非常に大きいことが想像される。
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第6表 各処理区におけるセリ総茎数

列 列 計

行

①
5
4
3
④
3
／
1
②
3
7
6
③
6
4
ア
⑥
5
8
5
⑤
3
3
9

③
5
3
7
⑤
5
4
2
⑥
3
3
2
①
4
4
3
④
5
／
0
②
3
6
3

⑥
2
8
5
③
2
3
4
⑤
3
3
4
④
6
6
0
②
6
8
5
①
4
2
8

⑤
4
2
5
⑥
8
4
5
①
4
6
6
②
6
8
7
③
4
3
6
④
4
0
2

②
3
1
7
①
4
6
9
④
5
4
2
⑥
3
4
2
⑤
5
4
8
③
5
／
3

④
5
2
6
②
3
／
3
⑧
3
ア
0
⑤
5
3
3
①
5
9
4
⑥
4
5
9

2
．
6
3
3
2
．
ア
／
4
2
．
4
2
0
3
．
3
1
2
3
．
3
5
8
2
，
5
0
4

行計 2，801 2，72ア 2，626 3，26／ 2，73／ 2，795 16，94／
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P
P
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標
P

区理
①
②
③
④
⑤
⑥

処各

る／株当りの茎数には有意性がない．

がないといえる．

つまり処理間に差　各区1株当りの平均茎数は①5．6②4．8③5．1④5．5

⑥5．7であり，処理問に有意水準0．05で各処理間におけ

第ア表 薬剤処理セリ畑の被宝茎数

列 列
芸
↓
両
1

行

①
8
2
④
8
7
②
5
4
③
6
／
⑥
9
／
⑤
9
9

③
7
3
⑤
1
0
9
⑥
7
0
①
8
4
④
％
②
5
3

⑥
6
4
③
5
0
⑤
／
2
6
④
4
0
②
5
3
①
8
3

⑤
1
1
6
⑥
7
0
①
5
8
②
6
0
③
4
0
④
8
3

②
6
9
①
8
6
④
8
7
⑥
7
8
⑤
1
2
2
③
3
8

④
6
9
②
6
5
③
5
0
⑤
／
1
9
①
6
5
⑥
5
5

4
7
3
4
6
ア
4
4
5
4
4
2
4
6
ア
4
／
／

行計 4ア4 485 416 42ア 480 423 2，705

性を示したので均一であるとの仮説は捨てられ，各薬剤

処理区は被害を著しく軽減していることがわかる．

　また第6，7表より被害茎数と健全茎数とを求めて，X2

検定を行なうとP＝0，001以下の確率で非常に高い有意

第8表 薬剤処理区およぴ標準区におけるセリの被害率

列 列 計
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1
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1
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．
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3
．
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．
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1
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8
8
8
．
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8
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．
2
1
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2
．
9
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　これを分散分析すると各処理間にわける被害率は高い

有意性を示し，明らかに薬剤処理は発病を抑制している

ことがわかる。’①キャプタン5，000倍土壊処理区，②

PCP10，000借土壌処理区，③PCP20，000倍土壊処理

区，④PCP20，000倍撒布区，⑤キャプタン5，000倍撤

布区の順で被害を抑制していると結論できる．

　　　　病原体菌体成分■と殺菌剤の効果

　さきに筆者ら（2）は水銀剤の作用効果が助舳舳菌と

862〃0伽クαおよびβ0卿”5菌とで異なっているのを認

めたが，殺菌剤が湊透し，その殺菌作用を示すには原形

質膜を通過せねはならず，原形質膜は親油性のリポイド

と親水性の蛋白質とから成り，選択的透過性を持ちその．

含まれる割合は菌により異なっているので1），この点に探

りを入れるために小さな実験を行なった。

　Pツ肋榊菌，80伽0伽加およびβ0卿”S菌を酵母

0．2％可溶性澱粉1％の液体培地30㏄を／00cc三角フ

ラスコ申に檀え付け，20．C定温器内で15日間培養したも

のを蒸溜水で充分洗篠し，100◎Cで／時間，80．Cで24時

間乾燥してから，乳鉢で磨砕，鹸化法で脂肪含量を，

Sem止m1cro　K〕e1dah1法で全窒素を，Stutzer法で蛋

白態窒素を求め，またしょ糖，尿素，グリセリンに若い

菌糸を浸漬して原形質分離限界濃度を求め，透過係数を

算出した．

第9表Pツ肋脇舳，∫c2〃0肋〃およびβ0妙桃菌菌体の

　　　　　脂肪含量／蛋白態窒素含量と透過性

pツ脇〃肋1S6伽o伽加Bo〃桃

18．9　　　　4．0　　　　　2．4

れぞれ6．6，0．0％，0．／／7であり，脂肪含量と蛋白態窒

素含量との比は∫6”0伽ク0わよびB0卿桃菌のそれよ

りは大きかった。

　　　　　　　　　考　　　　察

　x2検定の結果，各処理区は有思水準005で有思差が

認められる．各処理区の被害率はキャプタン5，000倍土

壌処理区が／2．35％で一番少なく，ついでPCP／0，000

倍土壌処理区の14．6％，PCP20，000倍土壌処理区の

15．78％，PCP20，000倍撤布区の／6．％％，キャプタン

5，000倍撤布区の17．16％の順となっている．従ってこの

病害はキャプタン剤またはPCPにて土壌処理をして発

病前の1／月初めから薬剤撒布を続けれぱ軽滅出来ると考

えられよう。なお本病害の伝染経路を究めることは防除

の基礎をかためる上から重要なものであるので今後の検

討を要する問題であろう．

脂肪含量／蛋白態窒素
　　　　含量

透過係数／夢リセ予ン O．180　　　　0．／53　　　　　0．180

0．041　　　0．063　　　0．117

　第9表をみると，透過係数についてはカ肋㈱菌と

・S0伽0肋5αおよびβ0卿眺菌との間に大差を認めるこ

とは出来なかったが，脂肪含量と蛋白態窒素含量の比は

明らかにPツ脇舳菌の方が大きかった．

　なお対照のため，同じ藻菌類に属するP榊0助肋〃α

初伽テ0郷菌（H2，3）を同様に培養して脂肪含量／蛋白態

窒素含量，尿素およびグリセリンに対する透過係数はそ

　　　　　　　　　摘　　　　要

／．　松江市に栽培するいわゆる黒田セリの病害の防除に

資するため，本病害の常発地帯でラテン方格法を用い土

壌処理と薬剤撒布とを行なった。

2．　土壌処理区も薬剤撒布区もともに本病害を抑制した

が，被害率の分散分析，κ2検定の結果土壌処理の効果が

あり，申でもキャプタン5，000倍土壊処理区，PCP10，000

倍土壌処理区，PCP20，000借土壊処理区の順に効果が

落ちた．．

3．　各処理区における薬害については有意水準0．05では

株数，茎数などから考え，標準区との間に有、鼠差を認め

なかったが，PCP20，000倍土壊処理区の草丈は標準区

よりもわずかにすぐれていた。

4．水銀剤の殺菌効果はPツ伽㈱菌と，1S0伽0”励αお

よびB0卿眺菌とでは異なっているが，20．Cで15日間

培養した菌体内の脂肪含量と蛋白態窒素含量との比は明

らかにPツ脇舳菌の方が8o伽0伽ケαおよび30柳眺

菌よりも大きかった．
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2 02 ~~~~~~:)~~~~T~~~1~~ ~i~9~~ A I ~ ~f- (1961) 

S ummary 

1. In order to control a disease on Japanese parseley (Oenanthe javanica) soil treatment 

and spraying of some fungicides was carried out on paddy field at Kuroda, Matsue city, 

2. Both procedures, especially soil treatment was effective for the prevention of this disease 

judging from the analysis of variance and X2 test. The most excellent result was obtained by 

the soil treatment of I : 5,000 solution of Captan, I : l0,000 and I : 20,000 solution of PCP 

followed this. 

3. No harmful effect of the chemicals on the suseepts was recognized comparing the control 

10t, 

4. Ratio of fatty compounds to protein nitrogen in a mycelium of Pythium is greater than 

that t)f Sclerotinid ,and ~otrytis. Different fungicidal effect of merc~ury compounds to Pythium, 

Sclerotinia and ~otrytis is discussed along this line 
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